
　■筆者略歴■　東京ガス、Ｃ

ＳＲシンクタンク、東京大学先

端科学技術研究センター客員研

究員、大学講師、消費者関連専

門家会議事務局長等を経て、２０

１８年から日本生産性本部在籍。

消費者庁倫理的消費調査研究

会、農水省農林物資規格調査会、

ＩＳＯ／ＣＯＰＯＬＣＯ国内委

員会、内閣府「社会的責任に関

する円卓会議」委員等を歴任。

　

２

０

２

２

年

１

月

に

企

業

・

団

体

等

で

働

く

１

１

０

０

人

に

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（

循

環

経

済

）

」

と

い

う

言

葉

の

認

知

度

を

調

べ

た

と

こ

ろ

、

「

聞

い

た

こ

と

が

な

い

」

が

�

％

、

「

聞

い

た

こ

と

が

あ

り

、

内

容

も

あ

る

程

度

わ

か

る

」

は

わ

ず

か

６

％

で

あ

っ

た

。

（

日

本

生

産

性

本

部

第

８

回

「

働

く

人

の

意

識

調

査

」

）

　

３

月

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（

１

～

２

面

参

照

）

参

加

者

に

、

所

属

企

業

・

団

体

で

の

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

へ

の

取

り

組

み

レ

ベ

ル

を

５

段

階

で

聞

い

た

と

こ

ろ

、

平

均

２

・

５

と

な

り

、

「

理

念

の

理

解

は

進

ん

で

い

る

が

実

践

は

ま

だ

」

「

社

内

の

評

価

軸

が

成

長

の

み

」

と

い

う

回

答

も

見

受

け

ら

れ

た

。

　

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

レ

ポ

ー

ト

を

発

行

し

情

報

開

示

に

努

め

る

会

社

、

専

門

の

部

署

を

設

置

す

る

会

社

も

あ

る

な

か

、

温

度

差

は

大

き

い

。

な

ぜ

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

？

　

世

界

の

人

口

は

、

�

年

の

�

億

人

が

�

年

に

は

�

億

人

、

資

源

採

掘

量

は

、

�

年

５

３

０

億

㌧

が

�

年

に

１

８

３

０

億

㌧

に

な

る

と

予

想

さ

れ

て

い

る

。

　

地

球

の

限

界

（

プ

ラ

ネ

タ

リ

ー

バ

ウ

ン

ダ

リ

ー

）

を

超

え

た

活

動

は

、

気

候

変

動

、

天

然

資

源

の

枯

渇

、

生

物

多

様

性

の

損

失

、

貧

困

、

格

差

な

ど

様

々

な

問

題

を

引

き

起

こ

し

、

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

と

は

言

え

な

い

。

問

題

を

解

決

し

て

く

れ

そ

う

な

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

デ

ジ

タ

ル

化

の

進

展

も

、

莫

大

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

、

鉱

物

資

源

や

レ

ア

メ

タ

ル

の

争

奪

戦

な

ど

を

引

き

起

こ

し

て

い

る

。

　

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

と

は

、

資

源

投

入

量

・

消

費

量

を

抑

え

な

が

ら

、

サ

ー

ビ

ス

な

ど

を

通

じ

て

付

加

価

値

を

生

み

出

す

経

済

活

動

の

こ

と

で

あ

る

。

大

量

生

産

・

大

量

消

費

の

一

方

通

行

型

の

経

済

社

会

活

動

か

ら

、

持

続

可

能

な

形

で

資

源

を

利

用

す

る

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

へ

の

移

行

を

目

指

す

こ

と

が

世

界

の

潮

流

で

あ

り

、

新

た

な

競

争

力

の

源

泉

に

な

る

。

ス

タ

ー

ト

は

２

０

１

５

年

　

�

年

に

国

連

サ

ミ

ッ

ト

で

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

が

採

択

さ

れ

た

。

国

連

環

境

計

画

は

、

�

年

に

大

量

消

費

に

よ

り

世

界

で

非

再

生

可

能

資

源

が

激

減

す

る

な

か

、

技

術

と

政

策

に

よ

る

資

源

生

産

性

の

向

上

で

経

済

成

長

の

持

続

は

可

能

と

い

う

報

告

を

発

表

。

こ

れ

を

受

け

て

、

Ｅ

Ｕ

で

は

�

年

�

月

に

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

・

パ

ッ

ケ

ー

ジ

」

、

�

年

３

月

に

「

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

」

が

採

択

さ

れ

た

。

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

を

グ

リ

ー

ン

デ

ィ

ー

ル

と

成

長

戦

略

の

中

心

に

据

え

、

規

制

と

標

準

化

を

両

輪

と

し

て

、

世

界

の

ル

ー

ル

メ

ー

キ

ン

グ

を

先

行

し

よ

う

と

い

う

意

図

が

見

え

る

。

そ

の

後

、

欧

州

各

国

が

次

々

に

戦

略

を

打

ち

出

し

て

い

る

。

　

日

本

で

は

、

�

年

３

月

の

「

第

四

次

循

環

型

社

会

形

成

推

進

基

本

計

画

」

で

、

資

源

生

産

性

の

高

い

循

環

型

社

会

を

構

築

し

世

界

に

広

げ

る

と

し

、

資

源

生

産

性

向

上

の

数

値

目

標

が

設

定

さ

れ

て

い

る

。

　

�

年

５

月

に

は

、

経

済

産

業

省

が

「

循

環

経

済

ビ

ジ

ョ

ン

２

０

２

０

」

を

策

定

し

、

あ

ら

ゆ

る

産

業

が

資

源

効

率

性

向

上

を

認

識

し

ビ

ジ

ネ

ス

を

変

革

す

る

こ

と

や

社

会

全

体

と

し

て

の

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

へ

の

移

行

を

促

し

た

。

　

環

境

省

は

�

年

９

月

に

「

循

環

経

済

工

程

表

」

、

経

済

産

業

省

は

�

年

３

月

に

「

成

長

志

向

型

の

資

源

自

律

経

済

戦

略

」

を

発

表

し

た

。

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

に

転

換

し

な

い

リ

ス

ク

と

し

て

、

潜

在

成

長

率

の

低

下

や

世

界

の

ビ

ジ

ネ

ス

か

ら

の

排

除

な

ど

を

挙

げ

、

資

源

や

環

境

制

約

を

、

成

長

機

会

の

創

出

に

つ

な

げ

る

と

し

て

い

る

。

日

本

生

産

性

本

部

の

取

り

組

み

　

　

　

日

本

生

産

性

本

部

は

、

〝

Ｐ

ｒ

ｏ

ｄ

ｕ

ｃ

ｔ

ｉ

ｖ

ｉ

ｔ

ｙ

　

ｆ

ｏ

ｒ

　

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

〟

を

掲

げ

、

未

来

へ

の

責

任

を

果

た

す

べ

く

、

環

境

と

調

和

し

持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

に

向

け

て

取

り

組

ん

で

い

る

。

�

年

発

行

の

『

生

産

性

白

書

』

で

は

、

生

産

性

測

定

の

課

題

を

取

り

上

げ

た

が

、

そ

の

後

、

資

源

生

産

性

向

上

と

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

に

関

し

、

有

識

者

、

企

業

、

自

治

体

へ

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

調

査

を

実

施

し

た

。

日

本

の

法

規

制

や

商

習

慣

、

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

転

換

の

難

し

さ

、

経

済

性

、

消

費

者

意

識

な

ど

、

様

々

な

課

題

が

挙

げ

ら

れ

た

。

　

一

方

、

Ｍ

Ｏ

Ｔ

Ｔ

Ａ

Ｉ

Ｎ

Ａ

Ｉ

精

神

や

ご

み

の

分

別

へ

の

協

力

、

丁

寧

さ

な

ど

の

強

み

を

生

か

し

て

、

日

本

な

ら

で

は

の

循

環

経

済

社

会

構

築

に

期

待

す

る

声

や

、

技

術

力

を

も

と

に

世

界

の

リ

ー

ダ

ー

に

な

る

こ

と

を

望

む

、

物

の

循

環

だ

け

で

は

な

く

、

人

の

気

持

ち

の

循

環

や

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

が

重

要

、

な

ど

多

数

の

意

見

を

い

た

だ

い

た

。

　

社

会

実

装

へ

の

第

一

歩

と

し

て

、

�

年

３

月

に

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

の

実

現

に

向

け

て

～

ビ

ジ

ネ

ス

も

暮

ら

し

も

変

わ

る

」

を

開

催

し

た

。

地

域

社

会

・

経

済

を

基

礎

に

、

製

造

業

、

資

源

再

生

業

、

サ

ー

ビ

ス

業

、

生

活

者

、

大

学

・

研

究

機

関

な

ど

が

一

体

と

な

り

、

モ

ノ

・

サ

ー

ビ

ス

、

カ

ネ

、

情

報

な

ど

を

再

生

・

循

環

さ

せ

て

い

く

社

会

の

仕

組

み

を

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

」

と

名

付

け

て

提

案

し

、

実

現

へ

の

課

題

や

方

策

を

議

論

し

た

。

　

経

営

ア

カ

デ

ミ

ー

で

は

、

�

年

度

よ

り

「

循

環

経

済

生

産

性

ビ

ジ

ネ

ス

研

究

会

」

と

「

循

環

経

済

ビ

ジ

ネ

ス

に

向

け

た

講

座

型

研

修

」

を

開

設

し

て

い

る

。

研

究

会

で

は

、

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

を

囲

ん

で

毎

回

活

発

な

議

論

が

繰

り

広

げ

ら

れ

て

い

る

。

研

修

で

は

、

他

業

界

の

参

加

者

と

と

も

に

頭

を

柔

ら

か

く

し

つ

つ

循

環

経

済

と

し

て

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

の

デ

ザ

イ

ン

を

行

う

素

地

を

学

ぶ

。

そ

の

な

か

で

、

企

業

が

連

携

し

て

の

新

た

な

取

り

組

み

も

始

ま

っ

て

い

る

。

　

�

年

３

月

に

行

っ

た

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

ビ

ジ

ネ

ス

で

創

る

循

環

経

済

社

会

」

で

は

、

地

球

の

限

界

を

超

え

な

い

た

め

に

は

、

循

環

経

済

型

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

へ

の

転

換

と

資

源

生

産

性

の

向

上

が

必

要

で

あ

り

、

今

す

ぐ

に

始

め

な

い

と

間

に

合

わ

な

い

と

警

鐘

を

鳴

ら

し

た

。

連

載

の

狙

い

　

本

連

載

企

画

で

は

、

各

界

の

方

々

か

ら

寄

稿

を

い

た

だ

き

な

が

ら

、

知

り

、

考

え

て

、

踏

み

出

し

、

共

創

、

協

働

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

Ｅ

Ｕ

の

動

向

、

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

と

デ

ジ

タ

ル

化

、

都

市

鉱

山

の

活

用

、

資

源

循

環

を

促

進

す

る

社

会

の

デ

ザ

イ

ン

、

マ

ク

ロ

的

な

観

点

か

ら

の

論

考

や

ビ

ジ

ネ

ス

界

で

の

取

り

組

み

な

ど

、

様

々

な

情

報

を

お

届

け

す

る

。

　

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

の

実

現

に

は

、

幅

広

い

業

種

の

連

携

が

必

要

と

な

る

ほ

か

、

自

治

体

や

地

域

で

の

取

り

組

み

、

消

費

者

の

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

の

変

容

や

協

力

も

欠

か

せ

な

い

。

連

載

を

き

っ

か

け

に

、

共

創

、

協

働

の

芽

が

生

ま

れ

、

大

き

な

循

環

の

輪

に

育

っ

て

い

く

こ

と

を

願

っ

て

い

る

。

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

は

、

明

る

い

次

世

代

を

創

っ

て

い

く

も

の

と

信

じ

て

い

る

。

（

�

回

連

載

予

定

）


